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論 文

内 旨

要容

緒言

 脂肪は脂肪組織より非エステル化脂肪酸(NEFA)として動員され利用されている。

 血漿中のNEFA濃度はα2-2.0凱Eq/1で,血漿中の総脂質濃度の5%以下にすぎない。

 一方交代率は非常に迅速であり,そ'の半減期は2-5分とされている。そこで,交代率の速い

 NEFAを脂肪代謝の指標にとり,臨床例につき,静脈血蔚よび動脈血のNEFAを測定し,そのV-

 A較差からみて,脂肪組織からのNEFAの遊離を各種麻酔下で比較検討した。さらに構厭脂酸,

 並仲総コレステロール・中性脂肪の変動をも併せて検討した。

 対象及び方法

 年令16-57才,体重45-62Kg,代謝性疾患の認められない一般状態の比較的良好な手術予

 定、慰者を対象とし,12-16時間絶食させ,麻酔前投薬は行なわれなかった。麻酔導入前に

 V.saPhenamagnaにポリエチレンカテーテルを挿入留置し,随時採血可能とした。テオペ

 ンタ]ル静脈内淋酔では2.5%溶液6-9漉r/Kg〔平均Z4汀幣/Kg)を静注し,酸素61/min

 に流しタマスクで補助呼吸を行なった。フ・一セン吸入麻酔ではF■uotecを用い,稀釈流量

 6工/min,ン・一セン吸入濃度1』一1.2%で導入し・t5-2,0%と濃度を上げていった。

 エーテル吸入麻酔ではカッパーケトルを用い,稀釈流量5-6ユ/min,エーテル吸入濃度8-10

 %・で導入し」さらに12-15%に濃度を高くした。呼吸はマスクを用い・自発呼・吸及至補助呼吸

 とし,P鼠co2をAS七rUPの微小電極を用いて測定し,これを麻酔前値とほぼ同じ.レベルに保

 つ幸うつとめた。採血は麻酔前およびテオペンタール静脈内麻酔剤投与後10-15分旬に45分間掌

 フローセン翁よびエーテル麻酔では吸入開始後20-50分毎に動,静脈血約8η砿をとり,血漿

 中のNEFA濃度は工tay・a&U‡の方医で光電比色謝を用いて測定し,併せて総コレ・ステ・

 一ル及びトリグリセリドをも測定したoNEFAの構成脂酸はbutane.d.io18uccinate

 を充旗剤とした毛細管方ラムを用いカスク・マ・トグラブにて測定し・フ・一セン・エーテルの動

 脈血中濃度もガスク・マトグラフを用いて測定した。各麻凄創についてはそれぞれ7名について

 検討した。

成  ■績

 貞・曜手肩lj患二話し夢む1=li11、J血中〔∂NEF踊走〕車は21窄ll伊〔ニンき玉γ・」匂1182.7±241.9μEq/二しで1わり,重着

 一2δ6一



 脈血中の圃FA総量は平均952.8±190.4μEq/■でV-A較差の平均は216.8士1ア2.5μEq/1

 であった。動員されたNE宜Aに対する各脂酸の割合をみると,その約75嘱がパルミチン酸とオ

 レイン酸とによって占められていた。総コレステロールは静脈血では平均225.3±56.4留/aエ,

 動脈血では平均%2、9±6%即/dl,.ドリグリセリドは静脈血では平均98・2±2ao燭/d.1,

 動脈蜘では平均106・7±4a2解/d・1であった。チオペンタール静脈内麻酔下では・麻聾開始と

 共に動,愈脈血中のNEF邸畏度は減少しはじめ量V-A較差も華明に減少し,麻酔開始後4q一ヰ5

 分には麻酔前値の平均57%にまで減少したが,40-45分後には麻酔前値の80%以上に回

 復した。脂酸分画ではミリスチン酸,パルミチン酸の増加およびオレィン酸の減少が認められた。

 血中総コレステロール,トリグリセリドの変動には一定の傾向がみられなかった。フローセン麻

 酔下でぱ1例を除き,フ・一セン血中濃度が5〃`望/dl程度から餌EFAのV-A較差の減少が

 みられ,・アローセンの血中濃度が15婿/α1以上になると全例麻酔前値の75%以下になった。

 脂酸分画ではオレィン酸の著明な減少がみられた。血中総コレステ・一ルには著明な変動はなか

 ったが発動脈血においてわずかな蔽少傾向がみられた。トサグリ恕リドの変動には一定の傾向が

 みられなかった。エーテル麻酔下では7ローセン麻酔下とは逆に,エーテル血中濃度50婿/d.1

 程度からNEEAのV一・A較差は増加の傾向を示し,エーテル血中濃度50-90雁/α1では

 麻酔前値の160-200%」以上となった。血中1慶陵が100㎎/d,1を越えるとNE∬AのV-A

 較差はかえって減少し,桧0昭ノα1前後では麻酔前値の40-90%を示した。脂酸分画ではミ

 リスチン酸とオレィン酸の増加が認められた。血中総コレステロールには悲明な変動は認められ

 なかったが,動脈血にむいてわずかな減少傾向がみられた。トリグリセリドの変動には一定の傾

 向がみられなかった。

考 按

 貯蔵脂肪は脂肪織組中のリパーゼによって加水分解されたのち,非エステル化脂肪酸として血

 中に運は九る。脂肪代謝は神経性,内分泌性など幾多の因子・によって影響を受ける。

 フドレナリン,ノルフドレナリン,副腎皮ホルモンなどは脂肪組織よりの国E昼Aの動員を促進

 するとされている。エーテル浅麻砕ではカテコールアミンの遊離が促進せられ,8y皿pa七hO輯

 mi皿eticに作用するが,フ・一センpチすベンタール麻酔では抑制的に作用することから,
 これら麻酔下でロEFAの動員に相違を来たすものと考えられる。

結論

 .テオペンタール,.フ・姥ン,エーテル麟下での瞭Aの脂肪撒はりφ遊離創即Aの
 v-A較差の変動を指標として検討した。チオペンタール麻酔では1侃FAのv-A較差は苓明

 1'ζ蝕少したが,40-45分後にはr林齡葛∫値の80%以上と疲つた〇一ア・一セン麻酔でもV-A

 較差は減少し,麻酔深度が深い程弩羽となったが,エーテル麻酔ではエーテル血中濃度50-90

 鮒/乱工の浅麻酔ではむしろ増加し、,120脚/dl南淡にたるとか淀.つて抑制された。
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 審査結果の要旨

 本論文は「麻酔と代謝」の研究D一環として,麻酔の脂質代謝に及ぼす影響を,血漿中の非エ
 ステル・化脂肪酸(以下NREA)の変動の面より検討した乗.裸を報告したものである。

成績

 駄酔前、態嗜24名にて)き,観「離沖〔DNRFAの睾頒lllがF均1182、7士244.9μ砺/6,

 動脈血中ン、平均1直は952±199、4μ晦4,V-A較遷け平均216.8士92、5μEg4,
 であり,V-A較差の75961d・パルミチン酸とオレイン酸によって占められていた。総コレステ

 ・一ルは静脈血でi・t平均2255士56・4"1・9/d2・動農民血では252士60・6昭/d召」トリ

 グ11セ1〕ドけ静脈血で1二†平均98.2±28.O?礁/d.6,動脈.血で君406,7士40.2肌9/d召,であ

 った。

 チオペンタrル静脈内麻酔下ではV-A較差は浩明に減少し,チオペンタール投・与後10～得

 分では5舐酔前値の平均5ア%まで竣少したが,40～45分後1乎召泣麻酔前値の8D%まで回復し
 た。脂酸分画ではミリスチン設,パルミチン酸の増加,かよぴオレイン酸の減少が認められた。

 血中総コレステ田一ルrトリグリセリドの変動には一定の傾向はみられなかった角フローセソ罧
 1聾一下て葺寸1伍!1を斉余き,フローセソ血中澄芝度;が5常穿/αε程度力・らNEPAの▽一A較差の濯乏少力雪

 私られ7.在中濃度が15帆伊/d6以上になると,麻酔前値の75%以下に左つた。脂酸分画では
 オレイン酸の湾少がみられた。∫亀中総コレステロールには著変左ぐ,ト11グリセリドの変励にけ

 一定の傾向はみられ友かつた。エーテル麻酔丁ではチオンベンタールやエーテル麻酔時とは異り,

 エーテル睡中濃度50翫穿/aぞ程度からNEFA¢)V-A較差は増加の1頃向を示し,血中濃度50
 ～ge螺/a君烈颯酔前!直の160～20嘱以上にたったが,血r財渡が旬0砂/dεを
 越えると,NEF五のV-A較差はかえって漂少に向かい,120肌身/d4前後では麻酔前値の
 49～90%を示した。脂酸至ト爾でけミリスチン酸とオレイン醜の増加がみ.られたD血中総コレ

 ステロールには薄塗たぐ,トリグリセηドの変動1(は一定の鱒向がみられ旋かつた。

 権者はかかる相違1ヤ署1酔剤乃至ldl麻酔漫.度による交感神経一副腎系への影響の差によるもので

 あろうと推論している。

 以上の成続け麻酔の脂質代謝に及ぼす影弾の一端を明らかにしたもので7厭酔臨床上:にも意義
 がめり,十分一準位にイ直するものと判定する。
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